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小城郷土史研究会からの提言書について 

 

 このことについて、別紙のとおり報告する。 
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小城市教育委員会 教育長 大野 敬一郎 

     

報告理由 

平成 30 年７月 17 日付けで小城郷土史研究会から提言書の提出を受け

たため報告する。 

 

 

 

 

 

 



～ 生活の中の “ディスカバー小城” ～
小城市民が郷土の歴史を共有するための提言書

平成 30年 7月 17日

小城郷土史研究会











４．当会の基本姿勢４．当会の基本姿勢
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　小城郷土史研究会は昭和 41年の発足以来、今日までに五十年の歩みを重ねていま
す。僅か数人でスタートした会はその間、会報の発行や史跡探訪、研究発表会の開
催など地道に活動の輪を広げ、成果を積み上げて参りました。今では会員の数も増え、
発表会の席には多くの参加者が詰めかけるようになりました。
　小城の歴史は調べるほどに奥深さを増し、その深淵に迫ることは、私たちの喜び
であり楽しみでもあります。この町が「歴史都市」の名に相応しいことを、私たち
は折りに触れ実感しています。

　しかし、こうした喜びや楽しみを独占することは、私たちの本意ではありません。
なぜなら小城の歴史や伝統・文化は本来、先人たちが遺してくれた遺産であり、相
続人は全ての市民のはずだからです。当会はかねがね、この喜びや楽しみをより多
くの人々と共有し、これまでの研究成果を市と市民に還元して、小城の町づくりに
貢献したいと考えて来ました。

　今回この提言書を作成するにあたり、私たちは昨年から何度も議論を重ねて来ま
した。そこには様々な紆余曲折もありましたが、結果としてたどり着いたのは、先
人たちの遺産を未来へ繋ぐという結論です。
　失ってからでは遅いのです。「歴史都市・小城」を風化させてはならない──その
ためにも当会は、喜んで情報を公開し、市や市民に協力したいと考えています。今
回ご提案させて頂いた４つの具体案実現のため、当会の会員がそれぞれの得意分野
で腕を振るう心構えも出来ています。
　私たちの研究成果が市民に受継がれ、小城の未来の町づくりに活かされれば、こ
れに勝る喜びはありません。


